
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3021 

令和５年度 商業科 

 

教科 商業 科目 ソフトウェア活用 単位数 3 単位 年次 2 年次 

使用教科書 商業７３７「ソフトウェア活用」 （東京法令出版）  

副教材等 
令和５年度 情報処理模検定擬試験問題集 ２級ビジネス情報 （実教出版） 

令和５年度 情報処理模検定擬試験問題集 １級ビジネス情報 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年時学習した「情報処理」の学習内容を踏まえ表計算ソフトウェアなどのソフトウェアの知識を学

習し、実践的・体験的な学習活動を行う。演習・実習を通して職業人として必要な資質・能力を身に付 

けます。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通してビジネスにおける

情報を適切に扱うための知識と技術を体系的に身に付ける。また、情報を多面的、多角的に分析するこ

とで、ソフトウェアの活用に関する課題を創造的に解決し、企業活動の改善に向けたソフトウェアの効

果的な活用に主体的かつ協働的に取り組むための必要な資質・能力の育成をめざす。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

企業活動におけるソフトウ

ェアの活用について実務に即

して体系的・系統的に理解す

るとともに、関連する技術を

身に付けている。 

 

企業活動におけるソフトウ

ェアの活用に関する課題を発

見し、ビジネスに携わる者とし

て科学的な根拠に基づいて創

造的に解決しようとしている。 

 

企業活動を改善する力の向

上を目指して自ら学び、企業活

動におけるソフトウェアの活

用に主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

 

企

業

活

動

と

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

活

用 

ソフトウェアの意義と

重要性を理解する。 

社会で利用されている

情報システムの例や，ビ

ジネスにおけるソフトウ

ェアの活用の実例を学ぶ

ことによりソフトウェア

活用の重要性を理解す

る。 

ソフトウェアの進化

が，社会の変化に与える

影響を考える。 

ソフトウェアの活用例

と目的を理解する。 

a: ソフトウェアの意義と重

要性について考え，理解する

ことができたか。 

情報通信システムの特徴や

処理方式の概要を理解し，ソ

フトウェア具体的な利用例を

理解することができたか。 

b: ネット通信ビジネスにお

ける情報通信システムに関心

を持ち，各種決済システムな

どの，ソフトウェアの意義や

役割を考え，理解することが

できたか。 

観光ビジネスとソフトウェ

アの活用，各種センサーとソ

フトウェアの関連などに関心

をもち，概要と目的を理解で

きたか。 

c: ビジネスにおけるソフト

ウェアの役割を理解し，これ

を活用するための知識や技術

を積極的に身に付けようとす

る態度を持ったか。 

定期テスト 

問題集 

プリント 

小テスト 

授業態度 

定期テスト 

問題集 

プリント 

小テスト 

授業態度 

問題集 

プリント 

小テスト 

授業態度 
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２
学
期 

 表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
活
用 

活
用 

 

表計算ソフトウェアを

通して、情報の集計と分

析について理解し、様々

な集計や分析方法、集計

した情報から、分析結果

を適切に表現する能力を

身に付ける。 

表計算ソフトウェアを

通して、オペレーション

ズ・リサーチの基礎を理

解し、目的に応じて適切

な手法を活用する技術を

身に付ける。 

マクロの記録機能を用

いて、手続きの自動化の

考え方を理解し、基本的

な技術を身に付ける。 

a: 表計算ソフトウェアを通

して、情報の集計と分析につ

いて理解し、様々な方法で分

析する能力を身に付けるとと

もに、分析結果を適切に表現

し、主体的かつ協働的に取り

組むことができたか。 

b: 表計算ソフトウェアを通

し、オペレーションズ・リサ

ーチの基礎について理解し、

目的に応じて適切な手法を活

用する技術を身に付けるとと

もに、適切に表現し、主体的

かつ協働的に取り組むことが

できたか。 

c: マクロの記録機能を用い

た手続きの自動化について理

解し、主体的かつ協働的に取

り組むことができたか。 

 

定期テスト 

問題集 

プリント 

小テスト 

授業態度 

定期テスト 

問題集 

プリント 

小テスト 

授業態度 

問題集 

プリント 

小テスト 

授業態度 

３
学
期 

 情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用 

 
 
 

活
用 

ネットワーク機器の機

能や通信手段の変化につ

いて理解し、LAN やイン

ターネットに接続するた

めの基礎的な方法や、情

報通信ネットワークのシ

ステム障害に対処するた

めの基本的な技術を身に

付ける。 

情報資産を保護するた

め、ソフトウェアの脆弱

性への対応や、リスクを

適切に管理する方法につ

いて理解するとともに、

情報を共有するためのア

クセス権の設定や，暗号

化の種類、データのバッ

クアップなどについての

基本的な技術を身に付け

る。 

a: 情報資産を保護するた、，

ソフトウェアの脆弱性への対

応や、無停電電源装置の活用

などのリスクを適切に管理す

る方法について理解している

か。 

b: 情報を共有するためのフ

ァイルとフォルダのアクセス

権の設定や、暗号化の種類，

データのバックアップなどに

ついての基本的な技術につい

て理解している。 

c: 情報資産を保護すること

の重要性を理解し、適切なリ

スク管理の必要性を理解しよ

うとしている。 

 

 

定期テスト 

問題集 

プリント 

小テスト 

授業態度 

定期テスト 

問題集 

プリント 

小テスト 

授業態度 

問題集 

プリント 

小テスト 

授業態度 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度       


